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学 位 論 文 
題 目 
DNAマーカーによるクリの早期選抜法の開発と遺伝資源の評
価 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 クリは日本において古くから栽培されてきた重要な果樹の１つである．クリ
の育種の効率化には，早期選抜を可能とする DNA マーカーと形質の適切な評
価法の開発，有用形質を集積させるための多様な遺伝資源の有効利用が必要で
ある．そこで本研究では，ゲノムリソースの充実していないクリにおいて大規
模に SSR マーカーを開発するとともに，重要形質の遺伝率の推定，分子遺伝
学的な遺伝資源の評価，さらには渋皮剥皮性の DNA マーカーの開発を行った． 
 これまで，ニホングリで利用可能とされているSSRマーカーは 50に満たず，
ニホングリの標準地図は作成されていなかった．そこで，まずニホングリのゲ
ノムおよび EST に由来する SSR マーカーを大規模に作成したところ，多型性
に優れるゲノム由来のマーカーと汎用性に優れる EST 由来のマーカーを合計
で 366 個開発することができた． 
 育種において，選抜が有効に行われているかどうかの指標となるのは広義の 
 
 
遺伝率である．そこで，重要形質の広義の遺伝率を推定し，これらの形質の適
切な選抜条件を推定することとした．その結果，年の反復によって，収穫期，
果実重，裂果発生率，虫害果発生率の広義の遺伝率を効果的に上昇させられる
ことが明らかとなった． 
 開発した DNA マーカーを用いて，クリ遺伝資源の類縁関係を整理した．そ
の結果，48 品種が単一の遺伝子型をもたず，同一遺伝子型の 21 グループに分
類された．また，在来品種の遺伝的関係と遺伝的構造を階層的クラスタリング
と Structure 解析により推定したところ，おおむね丹波地方に由来する品種と
丹波地方以外の品種に分類されたが，宮崎県の在来品種である‘飫肥早生’は
両者と異なる遺伝的背景を有していた．さらに，60 の在来品種の親子関係を
解析し，9 品種において片親を，8 品種において両親を推定することができた． 
 ニホングリは果実が大きく収量性が高いが，渋皮が剥きにくい欠点がある．
そこで，新たにチュウゴクグリ並に渋皮剥皮性が優れるニホングリ品種として
登録された‘ぽろたん’の遺伝解析を行った．その結果，幼苗段階で渋皮剥皮
性の選抜が可能な DNA マーカーを開発するとともに，易渋皮剥皮遺伝子が‘乙
宗’に由来することを明らかにした． 
 本研究において，クリのゲノム研究や育種の基盤となる SSR マーカーの整
備，重要形質の遺伝率の推定，さらには遺伝資源の評価と渋皮剥皮性のマーカ
ー開発が行われた．本研究で得られた成果はすでに利用されており，育種の効
率化に寄与している．よって．審査委員一同は本論文が博士（農学）の学位を
授与するに値すると判断した。 
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